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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 2月 22日 (2007.2.22)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
貯 水 タ ン ク 部 の 上 側 を 透 明 カ バ ー で 覆 い 、 前 記 カ バ ー で 覆 わ れ た 内 部 に 少 な く と も １ 枚 の
ト レ ー 状 面 板 を 配 置 し 、 前 記 ト レ ー 状 面 板 上 に 給 水 す る 送 水 管 を 設 け 、 前 記 送 水 管 か ら 供
給 さ れ た 水 が 前 記 ト レ ー 状 面 板 の 周 縁 か ら 溢 流 し て 前 記 貯 水 タ ン ク 部 に 貯 め ら れ る よ う に
し 、 温 水 と な っ た 状 態 で 該 タ ン ク 部 か ら 取 り 出 す よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 太 陽 熱 利 用
温 水 発 生 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ト レ ー 状 面 板 は 複 数 枚 互 い に 離 隔 し て 上 下 方 向 に 配 置 さ れ 、 か つ 上 側 よ り も 下 側 の 面
板 の 方 が 順 次 面 積 が 大 と さ れ 、 前 記 送 水 管 か ら 給 送 さ れ る 水 が 最 上 部 の 面 板 上 に 供 給 さ れ
る よ う に な っ て お り 、 こ れ に よ っ て 水 が 上 側 の 面 板 か ら 下 側 の 面 板 へ と 順 次 溢 流 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 第 １ 項 に 記 載 し た 太 陽 熱 利 用 温 水 発 生 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
内 部 に ト レ ー 状 面 板 を 備 え か つ 少 な く と も 上 面 が 透 明 と な っ た ユ ニ ッ ト ケ ー ス を 樹 木 形 の
枝 部 に 設 置 し 、 前 記 ユ ニ ッ ト ケ ー ス の ト レ ー 状 面 板 上 に 給 水 す る 送 水 管 お よ び 前 記 ト レ ー
状 面 板 か ら 溢 流 し た 水 を 取 り 出 す 排 水 管 を 前 記 樹 木 形 の 幹 部 お よ び 前 記 枝 部 に 沿 っ て 配 置
し 、 前 記 ト レ ー 状 面 板 上 で 太 陽 熱 を 受 け か つ 該 面 板 か ら 溢 流 し た 水 を 前 記 ユ ニ ッ ト ケ ー ス
底 部 か ら 前 記 排 水 管 を 通 し て 貯 水 タ ン ク 部 に 導 く よ う に し 、 温 水 と な っ た 状 態 で 該 タ ン ク



部 か ら 取 り 出 す よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 樹 木 型 太 陽 熱 利 用 温 水 発 生 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】

【 請 求 項 ５ 】

ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 防 止 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】

こ
と を 特 徴 と す る に 記 載 し た ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 防 止 シ ス テ ム 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 の 特 開 平 ８ － ２ ９ ６ ９ ０ ５ 号 公 報 に 記 載 の 円 錐 型 太 陽 熱 温 水 器 は 、 円 錐 形 の 透 明 外
壁 板 で 太 陽 光 を 受 け る た め 、 日 中 の 時 間 経 過 と 共 に 移 動 す る 太 陽 の 照 射 光 を 万 遍 な く 受 光
で き 、 日 中 の 受 光 面 積 を ほ ぼ 一 定 に で き る 利 点 は あ る も の の 、 内 側 の 蓄 熱 槽 に 水 を さ
せ た 場 合 、 水 深 が 深 く な り 、 蓄 熱 板 の 受 光 面 に 対 し て 貯 水 量 も 大 と な る の で 、 熱 効 率 が 悪
い 。 ま た 蓄 熱 槽 に 水 を 充 満 さ せ ず に 槽 内 の 水 量 を 少 な く す る と 、 上 方 に 開 口 し て い る 温 水
取 出 管 に 温 水 が 有 効 に 取 り 込 ま れ ず 、 得 ら れ る 温 水 の 量 が 極 少 と な っ て し ま う 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 本 発 明 に よ れ ば 、

ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 防 止 シ ス テ ム が 提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ６ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 に 係 る 樹 木 型 太 陽 熱 利 用 温 水 発 生 装 置 の 概 略 的 な 側 部 断 面
図 で あ る 。 地 面 に 対 し て 垂 直 に 延 び る １ 本 の 主 ２ 重 管 ４ ０ と 、 こ の の 中 途 部
か ら 斜 め 上 方 へ 延 び る 複 数 本 の 分 岐 ２ 重 管 ３ ６ と に よ っ て 樹 木 形 の 送 排 水 部 が 構 成 さ れ る
。 前 記 送 排 水 部 の 送 水 管 ６ は 、 図 示 し な い 給 水 源 か ら 前 記 主 ２ 重 管 ４ ０ 即 ち 樹 木 形 の 幹 部
の 中 心 部 を 通 り 、 さ ら に 前 記 分 岐 ２ 重 管 ３ ６ 即 ち 樹 木 形 の 枝 部 の 中 心 を 通 っ て 枝 部 先 端 の
後 述 す る ユ ニ ッ ト ケ ー ス ３ ７ に 連 通 す る 。 前 記 送 排 水 部 の 排 水 管 ３ ８ は 、 前 記 ユ ニ ッ ト ケ
ー ス ３ ７ か ら 前 記 枝 部 の 外 周 部 お よ び 前 記 幹 部 の 外 周 部 に 沿 っ て 配 設 さ れ 、 該 幹 部 の 箇 所
か ら 貯 水 タ ン ク 部 １ ２ へ 接 続 さ れ る 。 ま た 貯 水 タ ン ク 部 １ ２ の 下 部 は 幹 部 の 送 水 管 に バ イ
パ ス 管 １ ３ を 経 て 接 続 さ れ る 。 な お 、 図 示 の 例 で は 幹 部 の 上 端 の 送 排 水 部 は 直 接 ユ ニ ッ ト
ケ ー ス ３ ７ に 接 続 さ れ て い る 。 前 記 バ イ パ ス 管 １ ３ と 送 水 管 ６ と の 接 続 部 位 置 よ り も 下 側
（ 即 ち 前 記 給 水 源 側 ） に 送 水 ポ ン プ ９ お よ び 弁 １ ０ が 設 け ら れ 、 排 水 管 ３ ８ か ら 貯 水 タ ン
ク 部 １ ２ に 至 る 部 分 お よ び 前 記 バ イ パ ス 管 １ ３ に も 同 様 に ポ ン プ ３ ９ ， ４ １ が 設 け ら れ て
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自 然 又 は 人 工 の 樹 木 の 葉 部 で 太 陽 光 を 遮 り 、 予 め 設 定 し た 所 定 の 温 度 に 周 囲 の 気 温 が 達 し
た 時 、 前 記 葉 部 や 前 記 葉 部 の 周 辺 か ら 冷 水 を 噴 射 ・ 噴 霧 す る 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 防 止 シ ス テ ム 。

前 記 樹 木 の 葉 部 の 一 部 に 太 陽 電 池 を 搭 載 し て そ の 電 力 で 本 シ ス テ ム の 自 動 制 御 を 行 う こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 し た

前 記 冷 水 を 噴 射 ・ 噴 霧 す る 手 段 の 一 部 に 酸 素 ガ ス や 水 素 ガ ス を 噴 射 す る 手 段 を 付 加 し た
請 求 項 ４ ま た は ５

充 填

自 然 又 は 人 工 の 樹 木 の 葉 部 で 太 陽 光 を 遮 り 、 予 め 設 定 し た 所 定
の 温 度 に 周 囲 の 気 温 が 達 し た 時 、 前 記 葉 部 や 前 記 葉 部 の 周 辺 か ら 冷 水 を 噴 射 ・ 噴 霧 す る 手
段 を 有 す る

主 ２ 重 管 ４ ０



い る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 他 の 例 と し て 、 図 示 さ れ て い な い ニ ッ ト ケ ー ス 自 体 を 自 然 の 樹 木 の 葉 の 形 状 に 形
成 し 、 こ れ に よ っ て 地 面 が 直 接 太 陽 熱 で 過 熱 さ れ る の を 防 止 す る よ う に し て も よ い 。 こ の
場 合 、 前 記 ユ ニ ッ ト ケ ー ス 内 に は 葉 形 状 の 面 板 を 設 け 、 前 記 送 水 管 を 該 ケ ー ス を 通 し て 前
記 面 板 上 に 供 給 す る よ う に し 、 こ の 面 板 か ら 溢 流 し て ケ ー ス 内 に 溜 ま っ た 水 を 前 記 排 水 管
に よ っ て 回 収 す る よ う に す る 。 こ の 場 合 、 前 記 送 水 管 と 前 記 排 水 管 を 自 然 の 樹 木 の 枝 あ る
い は 幹 の 形 状 に 形 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。

(3) JP 2005-299937 A5 2007.4.26

が 、 ユ
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